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|、 12ル励 プティケー ス・ソ41ザ IPi

み(ellル :勤槌後1,7雀 ずア″聞夕ま拳と、夕■
|

FIクた∴の_遠|、 操

"作

|,1_ど三̈ノ像:豹 ||.蒙菌
`:^|

:||■ 11+|“ⅢI穿 た,糸ボ質古キ春 した6

拓不II',=″

"″

ド1,Iibヽたチ後、道ギ号●●
|「

1':IIII西IIII111'11,I靖1薦|1反
:れ |を た́ |ケ IⅢ ll

広麦:1友 た 瀞々|:1鍾わデ
″_:ヨ |の た人 tい て巧ヽそ

=左

‐

江史ユ::た 1.IttAI後|■●1■仁:ぬ 今
=′

:″ :′が |||

|`I′:コ:ЙI落IIIII″こまh轟I罰:薔I::ユ (ほとkⅢ 五れiⅢ

じIIIIIII薔111証1:ヽな磁1後111:に
111二 ,I11,I

I● =… :ジ31ヽ

~薇
こt:1,¨,1~=|た |テ キ■ゾ`二●:磁

,

| 
‐・    ‐̈     : ・  ,   1-  :… ‐~‐ ● ‐・ ‐ ¨‐‐ ‐ ‐ ‐・ 1‐ ―・ 1・ : ‐                                   I| 11:;|ォ

:キ |キ |ゾ :1)llし )〕
・■べ 三ぜ )2=哺|.4=ビス〔tS―フェ:‐ ||し

コクヨ ケー35 20× 20



●
　

●

)0

|ウ ンタ丁 LSC「 675(Aいに 払式会社′東京)に より

1雄身1言1事繰|だ 、た11ぬ 1小1_らニトリレ:ッ キ:|ギ

1郷1翠 |す |、 2、 ISM F3S tぜ 37Fι lで :ス

'4層
行 )ヽ.、

メこ翠:ぃ :llDO,争 でp`分間力0熱 こた。・ チじン

|ア :ヨキ:ア=卜 |,ア セテイ ト(FID Tへ )に お3無 理

,ユ華
=突

_藤 l、:澄食っ単楡.1ォ ッ__ョ:精
=%ィ

:ユ

:111_三と

'11調

製|■■反ムi喪 11ェ1ィァ′た。 |

３
・熱

い一

●

　

・

●
　

・

コクヨ ヶ-33 20× 20



●
　

●

2/

家験結果
|、 耳下員泉呼1波Ⅲり

'9Pの

輝製
ゆセ ファデックス

`=妨
によ」小島

月 下腺 D垂 :え あ粋 1タ ヨ ヾ夕 おヽ お び 夕 Lパ 79

セ77アlツ_ク 不●-2″ によS tta/ND夕 Tン 吉
=興

J

lイ .:F:卜、:霧|[fttFyトメ‐亀
初 に流公 し、こっ画分 にJす 瓜ンもに示すようた

1

ハ,β ぉヽぉび〃響?41液型導押性が嵩こめられた (

面 か り,二次:111ヘャ_:ッニ
=|ス

●:と び
°
タキノヾ7直 |を

|

号1合 tiこIバ:,11ぬバ111:、 この画かけH畔 の■
漁■ヽ1～ |あ :ふ

I`11潔
:おIIIえ1■に分lェ

),島|′餐||ぼ

たム.し ●こ:っ 画|
準
～

ビ:タ キ
`ゞ

:′ _の 1_を iっ…画:ハ す:|さ

ブィ|三 十 11夕 IDIマ |ト

●

　

・

コクヨ ケー∞  20× 20



●

22
0

- す結 果 と得 た。 キ 吸 壇 島 か を ,LM I― メチ に Q

Iニ ノルト,よ り泳なし、透析 愕゙ぎ絶イ縫バイオゲ
｀

llし P,2に よSゲ 几ミF週 llイT?卜系も来、回たに

|は 示さなかっキかヽ ソ?潤 %|ぃぃ,1凸かにPGPが な

|∵ … ,一 j if ―            _‐   ■
= ~―

 ~

を表 1に ま ヒ

ら1夕青慨||こ

'あ

|1嶺直′もⅢゴベ
リ.力 |´ 隆́.:  l i l
通||1111着1製標1島|`面麦惟:後衛れ PH4・

6r中 でデ
｀
ィ

ス171燿摯気象1動12′テ|?|た の1_|::夕 |キ
|ィ ′ゞ:4‐ アミ

|:ド ブ17:ン ′(7f:`米争|し :4● Iの |で

:|ぁ

8.精製
|,97●暢極殺|卜

|ゃ_1ャ :子_鮮IPaグ:あI`1単 ■バこ
|ド ヒこ|て |うこ″131れ :た : |1司 |キ |卜 IPぃ |``:,|グ |り |ゝ |ゝ

|二_:肇黎肇

“

1衛:ま |‐11ハ |II11波ふ I五ヨギヤ|1電 気ネ

●
　

・

，

Ｐ
一
Ｇ

・

Ｐ一製一結一果一絆
・

Ｉ
“

一定一コ
一

一詈一心
３

・

一
お

一　

　

一
一　
一一

一　

一
去

一　
　
　
　
・　

　

、
ヽ
、

一
一過

一量

）

■
シ
一
ん
一

一か
一
ゲ
一

⇒

一
　

一・ コクヨ ケー35 20× 20



|す アん|ド フ
「

ゼ`■1付 ‐■ヽ告7ノとデミ ニヒのPDnの

画いに溶■ヽ れ1分 〕1量 |は 的ク島οoο ヒ推史tiれ .た :

つた量:ヽた降反た■ |

レ トラ 豆 Lク チキ と|の 反た て
｀
時。ロム乱網薫液 ?

`|口

171121ナ
■|ゼ

｀
|ザタルi理

●
　

・

一Ｌ

，

対

一着

り

　

一
Ｐ
Ｐｐ
　

に

　

に

ダ
．獅
明
】

ク

精

ｄ

つ

し
　
　
。
　
Ｌ
一　
，Ｆ

一呈
　
た
　

で
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オリゴメなの狩製たtイ史嗣されてい3こ ヒリ`ら、
|つ:辮 Pさ 精鋭中,同様,構造と,う ミトず

｀

_1考 た ,1率 4。  仁りヽ こ、 c.¨ /4歯懸和性 t持 つ凸

分Jき 、|′賢ず tt党 小か撃■ :物 質を ぁ3と 六 ぅ

雄缶 時な く 1‐未定な清鎖 と替 ?清夕ゝ/ぐ 7オ
末端構と の差などによノミク 0ハ テDゞ｀

.ミ

|テ ィ の存在φ:・ 老 たうたsl,(″|こ ,粋 ペプチ

ドの均T賃 ′性検たの現イアの室準秒`3す れば、

|夕績ち静‐lilll:|=,Iな造|分1村¬千耐えS凸
ガヽ と ヽ子 7_qPl分 離:で き|た |ヒ 考え3.●

　

・

●
　

・ る。 この
1分

)
コクヨ ウ ェ  ■}、

`ご

口冨
二邊

|の PqP

|,ハ )1還蒙|き ,セ |フ ァ|デ ,三_2ニスニ←-200i tl用 いた ケ
い

ノιミFI斑3ヽムl・ 卜J:的 |たら́οlと 1推喘ミき|れ た。こ

らな猶:|:111こ 11111:あ:薇II上:数||_ll,411:■

よ
|こ |ヽ111は 11ニユ1こ sコ2



●

・  の″T,た 、約夕ο%|の 来暑(ヘキソースすァミノ菱∋
t合 み鋭IJ良驚|夕 :)/・・17の 定選に分析ミム|:・

‐よ`

分多量測健?誤差:に 起日してい3の り`tタロれ

な )ヽ。 溝坂1精ぼ、|デ フニス′が う ク ト T不 ′

マ 主 ノ ー ス ぁヽ ょ|び |ノゾ ー ア セチにグ /Lコ サ ミ〕

て1ム リ1,lcビた|11´ :表イ直" ヒほ嘲r)■ 、、■‐:し Lヒ

t示 し●0゛ 、ゝァル回え|ナ 外精製標品中に嗜緑

″突量 に↑含ま14子 lllケ |｀ った。次 に時Pの 本を

澄洟脅ιろltたたす 3‐ た|め に、メチ′じズに、sm:ム

ハ解、酸緩和″Pネ :分解 ぉど4種 4の フリ コキ

ダーゼ
°
と組|み |ふ ゎcl解析 ば |ケたヒこう、実

験 tt=推た構造ぎ1得 た。PQPの :フ
゜

口)一 ゼ■スI理 ,と :り :卜3ミ11

もよう,准ス剣全童警五:末 端:古Pに アスノヾラギLt
にく

tな 9゛ り|ゝ |)1の |み :を itiつ |こ と、 また再 7′じ

力:り |卜笙:L夕す11子ラ闊妻9奥 の1求二1離 t‐み分りヽヒ
・ lt

|:永1'響裏議
‐並・亙|.アセユ″

?|,|1計 ljl本 1解‐ス系:集 lj夏
|

lι lt'1,111務翻IFI″キ|卜 さォニスが予わ11

. |ラ |ギ |ン |:lユ ゴ■:だ |ノ 11ン |ノじ7ミ ン条もさ こてヽヽ
3‐

|                                _                                        |

コクヨ ヶ-35 '0,fo

一下
一

一
¨
一
一

結城

・
1 lllか す告名して,11●

　

・



象０
　

●

じヒか推 定され た1)呵 萩 ?客 通κ諄遊 乞亡つ力舎

つ涎 1右範 ゃ 、 し 卜・ミ■ 口 ~R:が 4習 )M― ImmЦ _

イじ l色 汁

の付呆

●
　

・

Ⅲ?夕?Ⅲlポ77]ヤ ド`1'み え1渚 屎中の精ペプ
今ド 1・ お )ヽ又 とみ3れ IIti bツ また、メ,ル

ミ緯輩負争祈 ■.|ふ矩 じクうLヒ の反た

から、 2-2-爺ふ マユノース 2分 〕ヘ

Cοに Aと の風 ハこに関 与 と K｀ i3こ と が 力 多:り 、

マ‐ゝ ノース3小 事によiS tt ψlボ構亡達中螢健で

きた。一方、 このマユーノースの非還元末端各,

|:統 .、 雅沿組■?卜Pマ 1嗜 1__"P● 11り |ツ

ト|:|●IIら 1三:ヽ■1スIIケ イ●?:二 反たす8こ

1菫:'III驀積i葬|:::11::::::|製βl→ 3針 4 qcNAc′

ド :ヽ1年
Iの ケ1了

:|■ 119'「
|ボ |千 本I事わ押:|二 五||す

13

コクヨ ヶ -35 20天

'0

●
　

・



鴛●

・  がうク ト
「

スた、ヅ々ックユ由夫の″~が つ?

卜ゝグーぜ左日、)て 取[回

「
湾コ 外解 t試みた

たもろ`かクらだ分解宅いきなり:っ た。ミらにサ

ザ・ 山来のパーが,ノ トゝダ~ざ t∩ )ヽマ t

′み畿にがつフト~ス
1の 道奎勁肇」す言疋め られなかっ

た″ このこヒにっ ′ヽて、名 くのβ― がラ7六

・ イ|― ビ■御4′ /で

`″

/→ 4'C―/4〃′こ系告への夏
-7ヤ チ||夕 :′171:ヽ Lた さ3/こ つ⊃―ス贅
ビづr系書ふ こ|マ

us到号|さ 、この人端 のがうクト
ース1作 1月

`1lI、

■蒻井す〕フ7-ス グ蜂‐特,た

;ノ きるた、、:て 1試 ノ→121ワ |コ 1- ス た
'呼

深4士 をt つ
―
も

|≦二肇u8並L AT,こ―in"'一株 :カ スのつ⊃ユガ~tい に

き:扮詭アのな1呆:,_五と_″ノ_ジ 制→ :ヽ いう構造
ギ者た041、 1作 を場1務鎖:ィギ推定本毎とに示すよ

●
　

・

・，
こ
■
０
「
チ‐一

血
挙
金
一砂
∴
午

．　

　

●
爽

一
は
一

ｏ
一　

く

　

３

一
ら

た

書
　ヽ

ヶ

一
か

つ
メ

い

腺

夕

・
け
一
ｒ■

亭
Ｐ

， ψ

‘
型

言
一
　
●

|二 型む「、■T,累 |か
:■ま1立喘力け Lパ フ理6・

:分



●
　

●

¢

“
ミ込さ れ Ъ ヒ )ヽわ に 【 哺 3めヾ

米肯似 Pぐ Pぷ彙品 に ら、

、ヽてもスエ |テ 述べた短 Q― の特4気 ら`3血 晴梅タ
)パ フ理 ぞ あ 3う と考 え られ よ。

次に′e′ の仕物子的ミ
=化

の~端を女n3目 的

■70′ のオぎた未力わ押 |・ 存在するグラクトT

スtト リ今うへで
｀
枠議 t、 口月さ連鎖求歯との

衛合性 と吉∩べてみたとこ3,実験結果 1・ 示 t

仁十Dく 。 S.犠∬51こ 鳥す3ハ ての歯旅 とユ5寧
ATCC Dζ

'7株
にのみ絹さ椎が認められた。 こう`

ι 5,sanquls TCC 10〕じ″M薩 1き 、 3,mi載otと も
:ヽ

)わ れ

てぉデ15、銀耐とhs 3族 ′S,sahvへはu5 1株 、バi

ga卑ド ハTCι l。 3,6林 ,ハTCと
ID「SO林 や ヒ トロT故

由来のイ
`χ

′ア株 ′ ″T,株 ′_ζを′株 合|・ に1古 ‐絡

|へ位11認 めら歿泰|二 ||″:'ハ ロ用ぃた歯反

14)I I Stふ :載

`_|■
風す13_‐ 墜華の1を 14,`き 1合 4ヽ 多ドえa

i3。 に|り |`こ |な |め
ご

|ら 反た奈イ今と|さ
|れ

―
隼 |こ し 1■ も

キク:゙グ
1今 1後 |メ 1零 であi3)と 賂|わ

●
　

・

●
　

・

:い スクリ ーニ

|れ i31ク
 itか ι

コクコ ヶ-35 801」 J

と1考 中の後業Iの うちれ剣の4



省
●
　
●

見ム露で
!連

鋭衆歯、↑かでt st.構載5ろ
rね

なく

●

●

　

・

●
　

・

主才t3こ しなら1つ獲得有期史と梅以す3腋 ′L

パ7ヒ ド1稿 l載5が結ふす3

月なの形成機芹4角梁1目 す3

い うヽ新欠Oλ は、

上て一゙っの重学な多

む

務 りをよイえす 3tの 1言 によう。

次 に′ぐ′準キζ巌白ク殻 )ヽ鯖冶VLと ホこたザ1、出ζ

ATCC l'|1株 ヒその類似燿と考えられてい3、

A TCC 19瑚 株 の2株 左透祇 に、菌小 と
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THE STRUCTURE OF A PROLINE― RICH AND BASIC GLYCO…

PROTEIN FROM HUmN PAROTD SALIVA AND HIS INTER―

ACTIONヽ ほTH ORAL STREPTOCOCCI

Sato』くi SHIBATA

Department of Preventive Dentistry, Osaka U通versity

Dental school, 3‐ 48 Nakanoshma 4‐ Chome, Ktta-3■ 1,

Osaka, 」apan

lt is pOstultted that an idtial step in oental plaqueわ rm試lon

is adherence of oral bacteria to the salivary pellicle that

coats the enamel surface of teethe   Several salivary consti―

tuents 、′l五ch include specific antibodies, lysozyme and various

aggregating factors such aS the high molecular weight mucinOus

glycoproteins, itteract speciically with surね ce components

of oral bacteria.   Levine and Friedman have demonstrated

that a proline"rich and basic glycoprotein (PGP)is present

in human parotid saliva, but its bi。 10gical activity is unknOwn.

The purpose Of this stud,was tO elucidate the structure of

the pGP and tts interaction with sOme Oral streptococci,

Parotid saliva was c。llected from healthy adults′  according

to the procettre of Keene・  The PGP was isolated by gel

iltration on Sephadex G‐ 200 atter preciplt醐 lon wtth 20‐ 80%

ammonium sulfate, followed by aFfi饉 ty chromatography On

Concanavalin A (COn JA)‐SephaFoSe l   The puri」臓ed sample

gave a single band On polyacrylamide gel electrophoresis.

The trettment of the puriied PGP wtth pronase afforded a

glycopeptide consisting L‐ fuCOSe, 2‐ galactose, D二 man■ose

and N‐ acetyl‐墨:‐

glucosamine residues in an approximate m01ar

ratio of 2 8 3:384. The structural studies by permethy10"

ti6n, sequential digestion wtth various glycosidases, periodtte
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●
Oxidation′ and gas chromatographic and mass spectrometric

analyses have indicated that the PIGP has a sequence of the
e

.  carb?hydrtte u正
t as fol10ws.

4anβ ■,4G■ cNAcβ ■→4G■cNAc,Asn
3・
ゃ

Ga■β■
ハ

2
↑

■

α

Fuc

■
α

Fuc

●

The PGP was found to bind wtth con A and Tora― bein lectin
(Phaseorus vulgaris)by quant競

雫市e precipttation assay,and

tO inhわ量 the hemagglutination by lectin H(mex eurOpeus).

The tritium labeling of the terminal galactOsyl residue of the

C:P was carried out essentially as described MOrell et al.

The procedure included the oxidation by galactose oxidasさ
 attd

theo success市 e reduction by Na B(3H〕
4°
   The a:sa'for tie

binding ability of the radiOact市 e?GP to the bacterial cells

was performed by incubating the reaction mitture contained

(3H〕 "PGP and bacterial cells which were grown by innOcu‐

lating 200 ml of 3%trypticase soy brOth.… The radioact市 e

GP binded to the whole cellslof the strains such as so rnitis

ATCC 9811, 9895, 15909,_15911:_15912′ _15913, 15914 and S.san"
guis ATcc 19557. Atter the treatment Of the bacterial cells

lvith trypsi■  or heating, the binding ability lvas rernarkably

reduced.  The binding of the radiOactive pGP to So mitis

▲TcC 981l and so sanguis ATCC 10557 was speciically inllibited

With D‐ galactOse or sugars c6ntaining FJ`⊇ ‐galactose residue

at the non‐ reducing terminal.   These findings have strongly
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suggested that lectin‐ like substance may b, preSent On the

bacterial cell surface。

‐―
‐，

―

―
●
―

●
１

二●

1

411)=■
`ひ

輝 ■舞 騨 町 こ 機 科 鵡 魏
`襲…

           :o… ,… 卜lヽ‐ .4・  サ
…・・・

.‐
“

●●●~一
!



ト

ー
・

    H・

ヽ
1

ヽ

。ゝィ′'。ヽ
・
ミ

60   70   80   90   100
訂森管る号

1… α ヒト耳下月氣口警ミ夜のセ77テ |ン クスCT~2′ 0′=よ 3

ケうし■過パターニ ミ毬 は 3叔/hぃざンd7夢ざぃ分取tた。

、一Ь 抗ハ血さ青の血 蟻 集 と阻止す3劉海 きま
t料

の群 無響 岬 車 (一 )

抗B丘活o血東
'疑負t阻上す3か凸きギ村9稀釈イキ焔

`―

o― )

レクチゝ H or■ 3に
'疑集芝阻上す3綺こtぎ料の各承4教イ適←・・‐。)

・ `3

ハ■
ヽ̈
こ
中
Ｋ
‐
ヘル
ィ
ー
・

０

　

　

　

　

　

　

　

５

■

　

　

　

　

　

０

０

　
　
　
　
　
　
　
５

■

　

　

　

　

　

０

（
づヽ

こ

申

ヽ
と
よ
ｌ
Ｔ

●
　
●

ゝ
、
、
、
Ｘ
Ｙ
‐
‐
‐

ヽ

28

,6

2｀

22

90装
際嶋=

807060504030

●

一b―
響
轟

ぜ
ギ
♯

40 5030
●

　

●

図

‘
　

●

卜 IttI     III_



b

ヽ
ミ
３

中

卜
ゝ
ヤ
ｆ
‥？

０

０

Ｑ
ミ
ぎ
）
酬
ヘ
シ
よヽ

ｒＴ

上o 20 ′0ミ
、蒻蟹辻髪夢春号

口2.七々デックス9‐ 2bOり山分
=つ

こo4ハ 七η口″ス・ア劾=乃

クロマトグ
・
テ乃ノゞターン

イ
"■

M´ メ́チル
・
Lノ _7ニノシド=。 と含ふ

0。 1ぢ M P3S,PHブ 。たて覇、ムと′〒った。
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プ)二響I里によ3称総 性∧、マ移象

カロ奈ふ(Юot.lo分り

扁ヒ猾J午 ,ハ斉 にt撃 しFズ墓石 L■ 3■セft島今は Rヽο高 円スー竜予壺三年行 た諄 Uし0

耕層驚計1.雌鍮講F講零牌町P

‐



●
　

●
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